
 

 

 

 

 

 

  

今年も暑い夏がやってきました。原発事故も

あって、電気エネルギーも見直されるなか、使

い方も考えなおさなければならなくなりました。

本来、日常的に必要なことだったのかも知れま

せん。しかしながら、熱中症など、体調管理に

は、冷房など必要な場合がありますので、むや

みに節電も考えものです。無理をしないで過ご

して下さい。 

さて、 8月 13 日から 15 日の期間は、ご承

知の通り、お盆の期間です。ご先祖を偲び、仏

さまを敬う期間として、古より日本最大の仏教

行事になっています。お盆とは「盂蘭盆会」

（うらぼんえ）のことを言います。「盂蘭盆」

とは、梵語の音写で、その意は、倒懸（とうけ

ん）といって「逆さつり」をあらわします。

「逆さつり」とは、なんとも恐ろしいことばで

すが、逆さにつられるような苦しみで、餓鬼道

の苦しみを伝えられるものです。 

そのいわれは、お釈迦さまのお弟子の中に、

目連尊者という特に神通力に通じたお弟子さま

がおられました。ある時、すでに亡くなられた

お母さんのことが、気になってしまいます。と

てもやさしいお母さんのことだから、きっと極

楽で安住しているものと思って、神通力で探し

てみると、お母さんの姿はどこにもなく、実に

餓鬼の世界で苦しんでおられたのです。目連尊

者のお母さんは、生前、わが子が可愛いばっか

りに、他の者をかわいがることをしなかったと

いうのです。 

目連は何とか助かる方法を、お釈迦さまにお

尋ねします。お釈迦さまは、雨期の終わる最後 

 

 

 

 

 

 

 

の日に仏と僧に供養することを勧めます。目

連尊者は、その教えに従い、仏と僧に讃嘆供

養をするおもてなしを行い、お母さんが倒懸

の苦しみから救われていくといういわれです。

餓鬼道からお浄土へ救われていく姿を、見守

っていた多くの僧侶たちが、たいそう喜び、

勝手に手足が動きだしたことが、盆踊りのル

ーツになったとも言われます。 

浄土真宗では、「盂蘭盆会」のことを「歓

喜会」ともいいます。仏さまのもとに生まれ

させていただくことをお喜びする会です。 

 安楽寺には 14 日の夕方から夜にかけて 

お墓にお参りする習慣があります。ご先祖を

お偲びして、お浄土へお生まれさせていただ

くご法縁を歓喜してお手を合わせて下さい。 

             釋 法英 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安楽寺だより   

岩 も あ り  木 の 根 も あ れ ど  さ ら さ ら と  

 た だ さ ら さ ら と  水 の 流 る る    

（甲斐和里子） 

 

平成２３年 夏号 №１０ 

お 盆 参 り に つ い て  

例年通り、８月１４日の夜（午後７

時３０分）に本堂にて初盆のお勤めを

行います。施主、ご家族はもちろんの

こと、ご親類の方、大人から子供さん

まで、どうぞ、お誘い合わせの上お参

りして下さい。 

 また、ご自宅にお盆参りをご希望の方 

は、お申し出下さい。時間を決めて、

お参りさせて頂きます。 

 ※急な変更がある 

場合は連絡致します 


